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「
奨
学
金
返
還
延
滞
増
加
」
と
「
回
収
策
強
化
」
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
の
政
府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意

書

独
立
行
政
法
人
・
日
本
学
生
支
援
機
構
は
、
大
学
生
に
貸
与
さ
れ
た
「
奨
学
金
」
の
返
済
延
滞
理
由
の
多
く
が
「
失
業
」

「
借
金
返
済
」
「
低
収
入
」
な
ど
経
済
的
に
困
難
な
状
態
に
陥
っ
て
い
る
実
態
を
無
視
し
、
全
国
銀
行
個
人
信
用
情
報
セ
ン

タ
ー
へ
の
延
滞
個
人
情
報
提
供
に
向
け
た
「
同
意
書
」
の
提
出
手
続
き
を
開
始
し
た
。

そ
も
そ
も
多
く
の
延
滞
債
権
を
生
み
出
し
た
原
因
は
、
有
利
子
貸
与
を
政
策
的
に
増
加
さ
せ
て
、
大
学
・
大
学
院
卒
業
と
同

時
に
多
額
の
「
借
金
返
済
」
を
背
負
っ
た
労
働
者
を
大
量
に
生
み
出
し
、
「
教
育
の
機
会
均
等
の
原
則
」
に
反
す
る
「
奨
学

金
」
制
度
の
教
育
ロ
ー
ン
化
を
進
め
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

今
日
、
全
労
働
者
の
三
分
の
一
が
「
不
安
定
雇
用
」
の
状
態
に
置
か
れ
、
年
収
二
百
万
円
以
下
の
労
働
者
が
一
千
万
人
を
超

え
、
格
差
の
拡
大
と
貧
困
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
不
安
定
雇
用
労
働
者
の
多
く
が
「
最
低
限
度
の
生
活
」
を
営
む
こ
と
さ

え
困
難
な
状
況
下
に
置
か
れ
、
生
活
保
護
申
請
も
急
増
し
て
い
る
。
「
生
活
保
護
基
準
」
以
下
の
収
入
と
な
っ
て
い
る
「
返
還

者
」
の
存
在
と
そ
の
実
態
を
把
握
し
、
緊
急
対
策
を
講
じ
る
こ
と
こ
そ
問
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
本
学
生
支
援
機
構
側
の
姿
勢
は
将
来
あ
る
若
者
の
未
来
を
い
た
ず
ら
に
奪
う
も
の
で
あ
り
、
人
権
上
か
ら
も

一



大
変
問
題
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

一
九
六
六
年
に
国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た
国
際
人
権
Ａ
規
約
十
三
条
二
項
（
ｃ
）
は
「
高
等
教
育
は
…
無
償
教
育
の
漸
進

的
な
導
入
に
よ
り
、
能
力
に
応
じ
、
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
均
等
に
機
会
が
与
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
」
と
定
め
て
い

る
。
政
府
は
、
同
規
約
を
一
九
七
九
年
に
批
准
し
な
が
ら
、
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
留
保
し
続
け
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
公
財

政
支
出
学
校
教
育
費
の
割
合
を
低
く
抑
え
て
き
た
こ
と
が
「
私
費
負
担
率
が
高
く
高
学
費
の
高
等
教
育
」
を
生
み
出
し
、

「
教
育
の
機
会
均
等
」
を
歪
め
て
き
た
。
し
か
も
、
「
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
」
が
奪
わ
れ
な
い
よ
う
に
制
度
設
計
す
べ

き
「
奨
学
金
」
が
返
還
義
務
の
な
い
「
給
付
制
」
で
は
な
く
「
貸
与
制
」
で
あ
り
、
有
利
子
貸
与
の
み
を
政
策
的
に
増
加
さ

せ
て
、
返
済
す
る
経
済
基
盤
の
な
い
学
生
を
「
多
額
の
債
務
者
」
と
し
て
社
会
に
送
り
出
す
事
実
上
の
「
貸
金
業
」
に
奨
学

金
制
度
を
変
質
さ
せ
て
き
た
。
政
府
は
こ
う
し
た
政
策
的
な
問
題
点
を
率
直
に
認
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
見
解
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

政
府
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
の
「
高
等
学
校
等
奨
学
事
業
」
を
都
道
府
県
に
移
管
し
、
制
度
・
財
源
の
均
等
化
を
図
る

こ
と
な
く
「
都
道
府
県
格
差
」
を
生
み
出
し
て
き
た
。

二



現
在
、
各
都
道
府
県
高
等
学
校
等
奨
学
事
業
を
受
け
て
い
る
高
校
生
の
人
数
、
貸
与
金
額
の
総
額
、
返
還
状
況
や
延
滞
状

況
・
延
滞
理
由
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。
各
都
道
府
県
高
等
学
校
等
奨
学
事
業
の
返
還
免
除
の
基
準
及
び
免
除
率
を
把

握
し
て
い
る
か
。
申
請
者
が
増
加
し
て
い
る
現
状
と
希
望
し
な
が
ら
受
給
で
き
な
か
っ
た
人
数
を
把
握
し
て
い
る
か
。
高
等

学
校
に
お
け
る
授
業
料
免
除
率
が
ど
う
推
移
し
て
い
る
か
把
握
し
て
い
る
か
。
公
・
私
立
高
等
学
校
等
の
退
学
理
由
と
し
て

「
経
済
的
な
理
由
」
が
ど
の
程
度
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

政
府
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
が
進
め
て
い
る
全
国
銀
行
個
人
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の
延
滞
個
人
情
報
提
供
に
向
け
た

実
務
作
業
を
直
ち
に
凍
結
さ
せ
、
奨
学
金
事
業
の
根
拠
法
と
な
る
憲
法
・
教
育
基
本
法
の
原
則
に
立
ち
返
っ
て
、
根
本
的
な

見
直
し
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
本
来
、
貸
金
業
者
相
互
の
個
人
信
用
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
重
債
務
の
貸
倒

れ
を
防
止
す
る
の
が
全
国
銀
行
個
人
信
用
情
報
セ
ン
タ
ー
へ
の
個
人
情
報
提
供
の
主
旨
で
あ
る
。
機
構
は
、
「
教
育
の
機
会

均
等
原
則
」
を
保
障
す
る
公
的
機
関
と
し
て
奨
学
金
事
業
を
行
う
こ
と
が
（
独
）
日
本
学
生
支
援
機
構
法
に
も
明
記
さ
れ
て

い
る
。
今
回
の
延
滞
個
人
情
報
提
供
の
根
拠
は
、
機
構
法
の
第
何
条
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
の
か
、
そ
の
根
拠
条
文
を
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
個
人
情
報
提
供
に
向
け
た
「
同
意
書
」
に
つ
い
て
、
新
規
採
用
者
だ
け
で
な
く
、
返
還
者
や
貸
与

継
続
者
に
も
「
同
意
書
」
の
提
出
を
求
め
、
貸
与
継
続
者
が
「
同
意
書
」
を
提
出
し
な
い
場
合
は
「
貸
与
を
廃
止
す
る
」

三



「
学
位
を
授
与
し
な
い
」
と
い
う
事
実
上
の
「
強
制
」
さ
え
行
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、
返
還
者
や
貸
与
継
続
者
に
新
た
な

「
同
意
書
」
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
は
契
約
の
重
大
な
変
更
に
当
た
る
。
契
約
変
更
の
同
意
も
な
く
「
個
人
情
報
提
供
」
の

「
同
意
書
」
を
提
出
さ
せ
る
根
拠
を
明
確
に
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


